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現
代
化
於
け
る

高

橋
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.マ
ル
サ
ス
の
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口
諭
が
決
し
て
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の
大
锻
見
で
は
な
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、
幾
多
の
先
腿
を
有
す
え
が
中
に
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の
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い
て
、
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あ
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自
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な
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千
六
百
九
十
七
年
一
月
七
日
.，
敎
调
牧
師
の
子
と
し
.，
て

蘇

蘭

に

生

れ

、

1

千
七
W
.十

，
！
ギ

H
>

ン
バ
ロ
オ

• 

, 

• 

-
.

大
舉
に
入
り
、J

千
七
百
二
十
年
め
頃
、
：#
時
同
大
學C

數
學
敎
.授
グ：

レ
ゴ
'リ
ィ(

サs
e
s
d
r
e
g
o
r
y
)

の
仙
手
を
勤
め
、
一
千
七
百
ニ 

十一
K

ル
七
ぉ
三
十一

日
，グ
ン
*フ
レ
1
ン
の
長
老
會
よ
り
說
敎
侧
の
免
狀
を
受
け
'
.同

三

，
十

三

ザ

11

ユ
，
•グ
レ
，
フ
ラ
ィ
ァt

牧
師
と 

り
，g

:
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三
解
五
月
十
二
：

I
T

長
老
會
大#
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e
n
e
E

 

A

ポem
b
l
y
v

の
.司
わ
者(

i
d
e
r
a
t
o
r
)
.

に
擧
げ
ら
れ
た
。
ゆ
に
法
.：ル-の
施
設 

と
®
つ
た
牧
師
戴
婦
基
金
は
彼
れ
の
力
に
食
.ふ

所

が

文

で

ぁ

つ

た

。
，

!

千

七

，
百

i
；

十§
：

年
六
月
、
蘇
蘭
の
王
ま
禮
拜
堂
牧
師
及
び
王
.-M,

附
屬
會$1̂

首
牧
師
に
任
命
せ
ら
れ
、
五
十
九
年
三
月
士
二
日
、：
，エ
>

’ン
バ
ロ
ォ
大
學
よ
h
神
學
博
セ
の
名
譽
學
位
を
授
け
ら
れ
.'.一
千
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七
百
七
十」

年七
：：C

ニ4
-

九
日
を
以
.つ
て
永
眠
し
た
。
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.

彼
れ
はH

ダ

ン

パ

，
ロ

オ

の

：

n

ユ
ー
•グ
レ
ー
フ
ラ
イ
ナ
の
牧
師
時
代
に
、
f

は
敎
會
儀
戎
の
擧
行
に
，於
い
て
は
精
神
的
に
獨
立
な
る 

こ
と
を
.主
張
し
て
、

一

千
七
百
三
十
六
年
、H

、、

ツ
ン
バ
ロ
オ
の
ポ
ー
チ
ア
ス
事
件
の
暴
動
者
を
'非
議
す
る
の
布
吿
を
其
の
敎
擅
よ
り
郎

讀
す
る
こ
と
を
担
絕
し
、
時
の
政
府
の
忌
に
觸
れ
、
是
れ
に
由
つ
て
厳
葡
に
處
せ
..ら
る
、
も
敢
て
辦
せ
ざ
る
.の
態
度
を
示
じ
、

一
千
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0
.
1
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千
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京
因
十1
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二
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ク
ォ
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ル
ポ
I
ル
，

g ： 

閣
倒
れ
、
ゥ
ィ
ル
ミ
シ
ト
ンC

閣
之
れ
^
代
る
と
共
に
、彼
れ
は
W
ぴ
敎
會
に
於
け
勢
力
を
扼
囘
し
、
五
筒
年
間
敎
會
事
務
れ
管
理
と 

僧
職
授
與
權
の
割
當
を
委
託
せ
ら
れ
た
。
因
に
記
す
、
ポ
ー
チ
ア
ス
驢
動
と
は
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プ
チ
ン
'
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チ
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蠻
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し
め
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傷
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を
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六
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八
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.こ
’間
は
れ
、
罪
を
宜
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
執
行
を
激
豫
せ
ら
れ
☆
が
爲
め
に
、
齋
徒
.の
群
れ
：は
、
九
月
七
日
、
彼
れ
を
獄 

舍
り
引
き
出
し
て
之
れ
織
り
殺
し
た
事
仲
を
指
し
て
.言
ふ
も
の
セ
あ
る
？v.::; s

^

 

• 

> 

,.、

，

.

ヶ
ォ
レ
..ス
は
廣
職
の
餘
暇
を
以
っ
..て
人
ロ
問
題
を
研
究
し
，
.：凡
そ
丄.千
七

!̂̂五
十
年
の
頃
、

エ
ダ
ン
バ
ロ
オ
哲
學
協
會
に
於
い
て
古 

代
及
び
現
代
に
於
け
る
人
口
に
.關
す

る

報

告

を

.行

ひ

、

當

時

，’

I

部
學
者
の
間
に
問
敏
と
爲
ジ
.て
居
っ
た
古
代
民
の
人
ゎ
が
嚴
し
て
夥
多 

な

り

し

，や

雾

を

論

議

し

、
，而

し

て

此

世

界

を

以

；
っ

て

現

代

に

於

け

，を

よ

り

も

古

代

.に
於5

て
却
っ
ぺ
人
口
驚
で
あ
っ
た
と
主
張 

すK.

者
の
出
こ
.蓉
己
を
伍i

o
め
た
0..是
れ
に
#C'

て
道
般
の
問
題
に
對
す
る
興
味
を
喚
起
せ
ら
れ
た
デ
ー
.グ
ィ〜

ッ
ド
•
じ
ュ
1

5は 

之
か
を
取
り
t
げ
てg

：

檢i
s

し
、
.而
し
^
%
れ
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千
七
百
五
十
二
年
に
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るP
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十
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に
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疑
的
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見
を
寒
明
し
た
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之
れ
に
對
し
.て
ク
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が
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き
に
報
告
せ
る
論
文
，に
加
攀
を
行
っ
て
發
表
し
た
も
の
が
即
ち
本
誓
で
あ
る
"̂ (

昭
和
七
年
版
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著『

重
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主
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經
濟
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、
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.ゥ
れ
.レ
ス
は
人
口
の
增
加
が
單
に
人
氣
の
生
殖
力
の
み
に
依
存
，す
，る
と
し
た
な
ら
ぱ
•
，其
の
進
歩
が
如
何
に
急
速
な
ろ
か
を
先
づ
數 

字
的
に
示
さ
ん
と
す
る
。
總
ベ
て
成
熟
期
に
到
達
せ
る
者
が
錯
婚
し
、
而
レ
て
あ
レ
ゆ
る
夫
婦
が
六
人
の
子
女
、
即
ち
男
子
三
人
と
之 

ナ

.
'同
數
の
女
，子
と
を
生
み
、
.其
の
中
の
二
人
、
，即
ち一

人
の
男
子
と一
人
の
女
子
と
が
幼
少
の
頃
？
し
く
は
絡
婚
前
に
死
去
レ
是 

に
山
っ
て
四
人
が
殘.

0

て
結
婚
し
* 
0
V
て
此
の
世
界
をS

充
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
道
筒
最
初
の
失
婦
が
繁
殖
を
，始
め
た
時 

か
ら
三
士11

年
ニ1

分
の
：一
內
に
彼
れ
等
は
六
人
の
子
女
を
舉
ぐ
可
く
、1

1

し
て
第
二
の
三
十
三
年
一
二
分
の
一
の
.
■ 

SE

內
に
次
ぎ
の
夫
婦 

D
各\

は
六
-
の̂
子
女
を
擧
ぐ
可
く
、
而
し
て
斯
く

'

の
如
ぎ
事
が
絕
え
す
生
起
す
可
き
で
あ
る
。
道
般
め
.假
定
に
基
き
、
‘固
と
最
初
の

i

i-
ふ

夫
婦
'の
み
が
生
存
せ
る
世
界
に
は
三
十
三
年
三
分
の
.一.

の
第
一
期
の
終
り
ぬ
は
六
人
、
郎
ま
原
の
失

®
外
四
人
が
生
存
し
"
六
十
六 

年
三
分
の
ニ
の
終
り
に
は
十
二
A
、

一
百
年
の
.終
り
に
は
二
十
©
人
、I

百
三
十m

年
三
分
の
二
の
末
に
は
四+

八
人
、

一
百
六
十
六 

年
三
分
の
ニ
の
末
に
は
九
十
六
人
、
.二
百
年
S

に
はJ

百
九
十
二
人
と
爲
り
、
斯
く
て
第
十
九
货
代
六
百
三
十
三
年
の
末
に
は
一
百 

五
十
萬
を
起
え(

、一
、
五
'七
ニ
、<

六
！
！

人y

第
二
十
四
⑩
代
八
百
年
の
末
.に
は
五
千
萬
を
想
え(

五
0
,三
三
一
、
六
四<

人
.

)

、第
三
十
七 

期
一
千
ニ
白
三
十
ぢ
年
の
末
に
は
四
ニ
'ニ1

ニ
六
、
八
六0

、

四I

‘六
人
に
達
す
可
き
で
あ
る
◊
.

(

さ
F pp..3-9.:io

愁
も
ゥ
ォ
レ
ス
を
以
ウ
て
觀
れ
ぱ
.
吾
人
は
是
れ
に
出
っ
て
、人
類
が
常
に
增
加
レ
っ〜

あ
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
太
勒
を
去
る
こ 

と
最
も
遠
き
時
代
に
於
い
て
最
も
多
數
で
あ
る
と
か
、
又
は
彼
れ
等
が
或
る
一
定
の
法
則
に
從
っ
て
規
則
正
し
く
增
加
す
る
と
か
云
ふ 

や
ぅ
な
結
諭
を
下
す
可
き
も
の
で
は
な
い
。
却

0、て
、
被
れ
等
の
.槽
加
が
不
規
则
で
あ
り
.、
：而
し
て
前
の
一
定
時
代
に
於
い
て
其
の
後 

の
>
定
時
代
に
：̂
け
る
よ
り
も
多
數
で
-
っ̂
た
こ
と
が
あ
ら
ぅ
し
、
：旦
づ
：、：
.種
：々
な
.る
原
因
に
由
っ
♦て
’、
人
類
の
生
殖
力
に
よ
っ
て1

を 

易
に
舉
ぐ
る
こ
と
を
得
可
.か
り
し
住
：̂
の
數
が
如
何
な
る
降
黙
：に
於
い
て
も
斷
じ
て
此
の
地
球
上
に
存
力
る
こ
と
の
な
か
ク
た
こ
と
も 

糖
か
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
往
民
の
‘媒
少
..及
び
增
加
不
規
則
の
.原
因
は
多
樣
で
あ
を
。
其
の
.或
る
も
の
は
、
.全
然
启
然
の
經
持
に
依
輯 

し
、
人
類
に
依
存
す
る
こ
と
な
：き
が
故
に
、
是
れ
等
の
も
の
は
自
然
的
と
，稱
か
ら
る
、
を
得
可
-
で̂
あ
り
、
他
の
ふ
の
は
精
神
.的
で
あ 

,っ
て
、
久
間
の
.愛
情
、
激
情
及
び
脚
度
に
依
存
す
る
o
i
然
的
原
因
の
中
、
或
る
も
の
は
、
.極
暑
及
び
極
寒
の
.氣
候
、

一
定
地
域
の
不 

並
び
に
氣
候
及
び1

定
土
壊
の
自
然
的
産
物
が
生
殖
に
取
っ
て
不
利
な
る
こ
と
等
の
'如
く
よ
り
恒
久
的
で
あ
り
、
此
の
種
の
他
の
原 

因
は

r

特
珠
季
節
の
不
度
、
i

s
飢
®
、
地
霞
及
び
海
嘯
の
，如
，く
よ
り
不
定
的
で
あ
る
。
而
し
て
、
ゥ
ォ
レ
ス
は
、
是
れ
.等
自
然
例 

原
因
.が
有
害
な
る
影
響
を
有
し
て
居
っ
た
こ
と
は
疑
ふ
を
得
な5

所
で
は
あ
る
が
，
而
も
、' 

斯
く
の
如
含
も
の
は
人
間
の
按
俩
及
び
勤 

勉
に
よ
り
、
又
健
全
な
る
，法
律
及
が
制
度
に
よ
り
、
幾
分
、
或
ひ
は
大
部
分
す
ら
も
陈
止
せ
ら
る
.、
を
得
可
き
も
の
で
あ
り
、
.少
く
と
..

.
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も
、/恐
ら
く
はr

定
時
殊
地
域
の
救
濟
し
，得
ざ
る
不
毛
若
し
.く
は
有
害
を
除
い
て
：.はV

 i

括
せ
ら
れ
た
總
べ
て
：の
是
れ
等
自
然
的
原
因 

は
•
人
タ
の
激
情
及
び
悪
德
よ
り
生
じ
而
し
て
更
ら
に
恒
久
的
に
V
て
有
力
な
る
影
響
を
有
す
る
精
神
的
原
因
の
如
く
不
良
な
る
結
果

. 

. 

.

'

.

.

.

-

 

I

を
有
す
る
こ
と
な
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
と
思
惟
し
た
0 

Qが

P
P
*
1

シ
ム
s

o >

...询
に
、，人
S

過
誤
及
び
悪
習
と
耿
治
及
び
敎
育
.の
缺
陷
に
由
る
に
张
ざ
れ
ば
，
此
.の
嫩
球
は
遙
か
に
多
く
の
人
民
を
有
し
て
居
ら 

な
け
れ
ば
た
ら
す
、
恐
ら
く
幾
多
の
年
代
以
前
に
於
い
.て
旣
に
人
口
過
多
と
爲
つ
て
居
つ
た
で
あ
ら
‘ヶ
。
又
、
.是
れ
等
原
因
の
作
用
の 

强
弱
に
よ
ウ
て
、
此
の
，⑩
球
は
相
異
.れ
る
時
機
に
於
い
て
或
ひ
は
其
の
住
民
多
く
、
或
ひ
は
少
な
，か
る
可
き
で
あ
る
。
斯
く
て
、
又
吾 

人
はr

定
の
古
代
に
於S

て
、：
現
代
に
於
い
て
存
し
若
し
ぐ
は
现
在
に
於
/い
て
存
す
る
よ
り
も
遙
が
に
.多
く
の
住
民
が
此
の
地
球
に
存 

し
て
居
つ
た
と
想
像
す
る
こ
ふ
が
出
來
る
。
；又
、
此
の
地
球
上
に
於
け
る
‘人
タ
の
數
が
猶
え
す
是
れn

播
加
を
績
け
て
來
な
け
れ
ぱ
な 

ら
す
、
而
し
て
現
時
に
於
い
て
は
其
の
.數
之
れ
に
先
き
立
，て
る
如
何
な
る
期
間
に
於
け
る
よ
り
‘も
"
^
大

で

あ

る

と

想

像

す

る

の

要

は

做 

等
存
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
.ク
ネ
レ
ス
日
く
、
.更
ら
に
正
確
な
る
研
究
に
.基
い
て
吾
人
は
其
の
反
對
が
眞
な
る
こ
と
を
論
給
す 

.可
き
理
由
を
箭
出
す
可
き
で
あ
’る
と
。
.，

(ibid., 

pp.
.1.3.14 .)。
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^
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ン
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.

箸
者
は
^
5い
時
殊
.な
る
研
究
に
進
む
に
先
き
立
ち
、
.光
づ
、1
定
の
一
般
準
叫
を
設
定
す
る
。
.
.

(
1
)

狩
獵
、
漁
携
又
は
牧
畜
、，
換
言 

す
れ
ば
、
農
商
工
な
く
、
大
地
の
天
産
物
に
よ
つ
.て
生
活
レ
つ
：，V
あ
る
野
蠻
未
開
の
'民
は
斷
じ
て
、
同1

地
域
に
居
住
し
つ
-̂
あ
る
S 

耕
の
道
に
熟
達
し
商
業
に
よ
つ
文
明
に
赴
け
.る
人
，民
の
如
く
多
數
ホ
る
こ
と
を
得
な
5

0
藍
じ
，
未
耕
作
地
は
決
し
て
耕
作
地
の
如 

く
多
數
の
住
民
を
支
持
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
' あ
ら
妙
る
國
土
に
於
い
、て
は
、
.
.他
の
事
情
に
し
て
等
し
け
れ
ば
"
常
に
其 

の
産
出
す
る
食
料
の
m
富
に
比
，例
し
て
よ
り
大
な
る
往
民
の
數
を
看
出
さ
る
.可
き
で
あ
る
、
即
ち
、
.豊
富
は
常
に
人
民
の
大
多
數
を
^

V 

.

 

1

1
1
-
^
^

し
て
結
婚
を
行
は
し
む
可
き
が
故
で
あ
る
。(

u
〕

總
ベ
て
の
國
土
、
氣
候
及
び
土
壊
は
又
等
し
く
增
殖
に
取
っ
て
有
利
で
は
な
レ
。
是 

に
於
い
て
平
，
最
善
な
：る
文
化
、
訓
練
及
び
國
憲
を
有
す
る
も
の
で
.あ
っ
て
も
•
住
民
に
■
し
て
大
な
る
相
逮
が
存
し
な
‘け
れ
ば
な
ら 

ぬ
。(

，三)

氣
候
志
し
く
は
土
壊
の
性
質
の
外
、
あ
ら
ゆ
る
國
土
に
於
け
る
.人
民
の
數
は
"
土
地
分
制
に
關
す
る
其
の
政
治
的
準
則
及
び 

制
度
に
依
存
す
る
こ
と
：.が
大
で
あ
る
。.
即
ち
若
し
、
.
±
地
の
平
等
に
極
め
て
近
き
分
割
存
し
、
而
し
て
そ
が
質
撲
單
純
な
る
熊
様
に
於 

.い
て
勞
働
者
等
.に
衣
食
を
供
す
る
に
必
要
な
る
所
の
も
の
以
上
に
始
ん
ど
何
物
を
も
生
す
る
こ
と
郁
ほ
ざ
る
が
如
き
小
配
分
に
分
割
せ 

ら
る
\
，な
ら
ば
、
斯
く
の
如
き
，
狀
態
に
於
い
て
は
.、
殆
ん
ぶ
全
く
外
人
と
通
商
を
營
む
.の
餘S

存
す
る
と
と
な
く
、
又
最
も
單
純
且 

ウ
必
要
な
る
按
術
の
外
何
物
；̂
使
用
せ
ら
る
-
こ̂
と
を
得
な
レ
と
し
て
'も
•
猶
は
其
の
國
土
に
し
て
自
然
.に
豐
沃
で
あ
.っ
た
な
ら
ば
、
 

そ
は
必
然
多
數
の
人
民
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
、
ゥ
ォ
レ
ス
は
、
或
るfn

代
の
國
が
其
の
土
地
を
小
配
分
に
分
割
し
•

H 

Iガ

而
し
て
卓
越
せ
る
市
民
す
ら
單
に
其
®
家
族
を
維
持
す
可
き
僅
か
の
跳
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
際
に
は
、
縦
令
ひ
斯
く
の
如
き
國
民
が 

殆
ん
ど
商
業
を
有
す
る
こ
と
な
く
"
又
單
に
僅
少
な
る
單
純
に
レ
て
よ
れ
.必
要
な
る
技
術
を
修
得
し
た
に
過
ぼ
な
い
と
し
て
も
、
そ
は 

し
く
其
の
人
民
にI®

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
論
斷
す
る
を
得
可
セ
も
の
で
あ
る
と
做
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
9 
土
地
が
甚
し
く
不 

平
等
な
る
配
分
に
分
割
せ
ら
れ
、
.而
し

て

大

體

に

於

之

れ

を

.耕
作
す
る
者
を
相
當
に
給
養
す
可
さ
よ
り
も
遥
か
に
以
上
を
生
産 

す
，る
と
し
た
な
ら
ば
-
技
術
に
し
て
獎
勵
せ
ら
れ
、
而
し
て
土
地
の
勞
働
者
を
絵
養
す
き
も
の
以
上
の
餘
剩
が
詣
般
‘の
技
術
'を
修
め 

た
る
者
に
割
り
當
て
ら
る
可
し
と
せ
ば
"
猶
ほ
.、
.よ
く
多
數
の
人
照
を
住
は
し
む
る
を
得
可
き
，で
あ
る
。
加
之
、
土
地
が
基
し
く
不
平 

等
に
分
割
せ
.ら
れ
、
而
し
て
之
れ
を
耕
作
す
る
者
：以
上
に
多
く
を
絵
養
ず
.る
を
得
る
場
合
に
於i-

て
も
、優
雅
を3a

と
し
、
之
れ
に
資
す 

る
拔
術
に
對
し
て
相
當
な
る
獎
勵
が
與
へ
.ら
る

、
に
非
ざ
れ
ば
"
其
の
ぽ
は
人
口
稀
薄
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。：(ibid./pp. 

15-ls.〕o 

(

四
.

)

あ
ら
ゆ
る
國
に
於
け
る
人
民
の
數
は
最
も
直
接
に
夫
婦
の
數
及
ぴ
多
産
性
並
び
.に
結
婚
に
對
し
て
與
へ
ら
る
-
刺̂
戟
に
依
存
す
る
，
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.が
故
に
、
.此
ひ
點
に
於
.ぃ
て
常
に
最
大
な
る
注
意
が
挪
ほ
.る
、
所
に
在
つ
て
、人
民
の
數
は
、他
ぐ
事
情
に
し
て
.相
等
し
け
れ
ぱ
最
大 

な
る
可
く
、
而
し
て
道
般
の
事
項
に
於
け
る
不
良
な
る
'政
策
は
繁
殖
に
取
つ
て
顧
著
な
る
抑
制
，を
與
へ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

一
國
民
は 

善
廣
な
る
風
俗
と
単
純
な
‘る
匪
味
及
び
常
習
の
行
は
る
.、
に
準
じ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
其
ぬ
人
民
が
一
層
節
約
に
し
て
有
掠
な
る
に
準 

じ
て.1

厭
人
ロ
大
な
る
可
き
で
あ
.る
0 .(

五)

人
類
は
唯
り
大
地
の
嚴
實
み
動
物
質
の
食
物
に
よ
っ
て
維
持
せ
ら
れ
得
る
に
過
ぎ
す
、
又
、 

食
物
が
供
給
せ
ら
れ
得
る
は
唯
り
農
餅
、
漁
携
及
び
.狩
獵
に
よ
つ
て
.の
み
で
あ
る
か
ら
\
此
の
地
球
を
し
て
出
來
得
る
限
り
人
口
夥
多 

な
ら
し
む
る
が
像
め
に
れ
、
是
れ
等
の
按
術
、
殊
に
農
業
及
び
漁
業
は
十
分
に
撥
育
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
W

O斯
く
て
，
愈
々
多
く 

.の
人
物
が
廣
業
及
び
漁
業
並
び
に
是
れ
等
の
も
の
を
最
も
有
利
に
遂
行
す
る
：が
爲
め
に
必
要
な
る
技
術
に
從
事
す
る
な
ら
ば
、
此
の
世 

界
は
愈
々
人
口
夥
多
な
る
可
く
、
又
斯
く
の
如
く
に
使
用
せ
ら
る
.-̂
人
々
が
よ
り
少
數
な
る
場
合
に
は
人
民
の
數
は
よ
り
少
な
か
る
可 

き
で
あ
る
。
其
ぅ
人
民
が
如
可
に
他
の
關
係
に
於
い
て
使
用
せ
ら
る
-
か̂
は
、
•询
に
彼
れ
等
が
特
殊
國
民
の
富
と
數
と
を
增
加
す
る
こ 

、と
あ
る
可
'ま
故
術
に
從
事
す
る
も
、
而
も
彼
れ
等
に
し
：て
會
物
を
傭
ふ
る
‘に
必
要
な
る
態
様
に
於
い
て
使
用
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ぱ
本 

論
に
於
い
て
は
何
等
わ
重
耍
性
を
も
有
せ
ざ
る
.も
の
で
あ
る
。
ク
ォ
レ
ス
は
此
の
後
の
種
類
の
技
術
中
に
、
這
般
の
目
的
に
對
し
て
直 

接
に
必
要
な
る
も
み
な
ら
す
、
恐
ら
く
他
の
目
的
に
一
層
直
接
に
役
立
つ
も
の
で
は
あ
る
、が
、fe

も
是
れ
に
取
つ
.て
絕
紫
に
必
要 

な
る
が
如
き
底
の
も
の
を
も
せ

.レ
め
る
。
最
M
種
の
あ
ら
ゅ
る
必
要
な
る
道
具
並
び
に
被
服
及
び
住
宅
を
す
ら
準
備
す
る
の
技
衛 

，並
び
に
菊
も
撒
庸
及
び
努
働
に
對
す
る
力
を
保
持
す
る
に
資
す
る
も
の
X
如
き
は
是
れ
で
あ
る
。
然
し
な
力
ら
彼
れ
は
全
然
：
飾
と 

基
樊
と
に
資
す
る
總
ぺ
て
の
技
術
を
除
外
す
る
0
而
し
て
装
飾
に
對
す
る
按
術
が
最
も
多
く
行
は
れ
る
力
若
し
く
は
禾iJi ：

に
襄
す
る 

其
れ
が
最
も
多
く
行
は
る
、
か
に
じ
て

.、
大
體
に
於
-
て̂

要

P
位
民
0
數
は
よ
り
小
で
*
る̂
か
若」

く
は
よ
U
大
で
あ
る
か
で
あ 

ら
ぅ
。E

だ
に
於
い
て
乎
、
最
大
可
能
な
る
法
民
の
數
を
此
の
世
思
に
於
-
て̂
有
す
る
が
爲
め
に
は
、
總
ベ
て
の
人
類
は
直
接
に
食
物
を

8
8
8
M
M

準

傭

す

る

が

爲

め

に

使

用

せ

ら

'る

可

>
き

で

あ

る

。

而

し

て

斯

く
の
如

さ

も

の

は

全

地

球

が

十

分

に

餅

作

せ

ら

る

V
迄

は

常

に

事

實

で

な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
な
が
此
の
地
球
が
可
能
な

.る

.

限
り
ヤ
分
に
耕
作
せ
ら
る
V

に
至
つ
た
な
ら
ば
、
單
に
裝
飾
に
資
す
る
に
過

、

、
<
• 

. 

.

ぎ

ざ

る

ま

術

に

對

ず

る

餘

地

が

存

す

可

き

で

あ

る

。

蓋
-:̂
、
.食

物

を

供

絵

す

る

よ

り

必

要

な

る

勞

働

に

從

事

す

る

も

の

は

、

彼

れ

等

自

.

.

 

. 

•

身
よ
り
も
遂
か
に
大
な
る
.數
の
爲
め
に
之
れ
を
獲
，得
す
る
こ
と
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
故
で
あ
る
。(ib

ざ
、p

p
.

 

19-21.
し
。

さ
あ
れ
"
著
者
は
有
用
な
る
技
術
を
単
に
装
飾
的
，に
過
ぎ
ざ
る
も
の
か
ら
明
確
に
赢
別
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
況
し 

て
い
は
ん
や
"
人
類
は
大
地
の
全
部
が
最
高
可
能
な
る
糖
度
に
於
い
て
耕
作
せ
ら
る
，

〜

迄
は
、
斷
じ
て
營
だ
に
装
飾
に
の
み
資
す
る
技 

.術
に
從
事
す
可
さ
に
非
ざ
る
こ
と
を
ホ
服
す
る
も
の
で
も
な
レ
。
彼
れ
は
單
に
種
>
な
る
種
類
の
勞
働
の
自
然
的
及P

必
然
的
結
果
が 

が
可
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
又
如
何
な
る
方
法
に
よ
づ
て
此
の
地
球
は
最
ふ
多
く
人0^

を
蓄
'ふ
る
を
得
る
か
を
者
察
し
た
に
過
ぎ
な 

い
。
即
ち
、
化
の
池
'ま
は
"
.必
要
な
る
按
術
が
撮
も
多
く
學
智
せ
ら
る
、
際
に
、
最
も
多
く
の
人
口
.を
養
ふ
と
と
を
得
る
の
で
あ
る
。 

浙
く
 

Q

如
き
は
全
世
得
が
全
體
と
し
て
考
察
せ
ら
る
V
.

際
.，に
は
妥
當
し
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
0

:.

そ
は
又
あ
ら
ゆ
る
特
跌
國
に
對
し
て
、
唯 

だ
一
の
例
外
を
除i-

て8

ベ
て
の
場
合
に
逾
用
せ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
，な
ら
ぬ
。
其
の
例
外
み
看
做
す
可
き
は
、
少
數
が
通
商
賛
易
に
依
っ 

.

て
、
國tg ：

に
於.S

て
孜
.々
と
し
て
農
業
に
從
事
し
，つ
、-1%

る
同
一
.の
人
數
に
よ
っ
て
産
出
せ
ら
る
ん
を
得
る
よ
り
も
一
層
大
な
.る
量
の 

食
物
を
.輸
入
し
得
る
場
合
で
あ
る
？
即
.ち
此
の
場
合
に
は
、
.世
界1

般
は
人
民
の
數
に
：於
て
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

'

而

も

特

殊

の

國

民

は

刺

得

す

る

こ

と

あ

る

可

き

が

故

で

あ

る

。

斯

ぐ

て

世

算

て般
並

が

に

あ

ら

ゆ

る

特

殊

國

民
は
、
上

述

の

場

合

を

除
 

い

て

は

ソ

奢

侈

及

び

優

雅

な

.る
趣

味

が

行

は

る

，、

か
、
又

は

單

满

素

僕

の

風

習

が

行

は

る

-
か̂

に

比

例

し

、

又

、

食

物

を

傭

ふ

る

に

必
 

.要
な

る

技

術

が

汲

.々

と

し

て

練

磨

.せ

ら

る

V

の

程

庇

に

準

じ

.て
多

少

の

住

民

を

有

せ

ざ

る

を

得

な

レ

の

で

あ

る

。

斯

く

て

又

：

ク

ォ

レ 

ス

は

恐

.ら

<

は

多

數

の

'了
解

す

る

所

の

も

の

と

は

反

對

に

、

商

.
H

業

が

人

類

§

數

を

槽

加

せ

し

め

す

し

て

却

っ

て

凰

々

之

れ

を

減

少

せ
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解
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五
九
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- 

/

し
め
' 
而
し
て
特
殊
國
民
を
富
裕
な
ら
し
め
。
又
人
民
€
夥

.̂̂き
數
を
一
處
.に
誘
致
す
る
に
拘
ら
す
、
少
な
か
ら
す
全
體
の
上
に
有
害 

な
る
こ
と
あ
る
可
き
を
推
諭
す
る
。
蓋
し
、
是
れ
等
.の
も
.の
は
奢
侈
を
助
長
せ
し
め
、
.而
し
て
多
數
、の
有
用
な
る
人
々
.が
農
業
に
從
事 

す
る
を
阻
止
す
る
が
故
.で
あ
る
。(ibid., .pp..

は1-22 .〕

.
之
れ
を
要
す
る
に
、
彼
れ
は
、十：！

代
の
素
撲
W
猶
サ
失
は
れ
す
し
て
、
.人
々
が
依
然
と
し
て
農
業
及
び
有
用
な
る
技
術
に
從
事
し 

而
し
て
必
要
な
る
よ
り
も
優
雅
な
る
拔
術
に
‘轉
向
す
る
こ
と
な
き
間
は
、
詣
國
民
は
よ
り
人
口
濃
多
と
爲
る
可
く
、
又
奢
侈
の
鳳
庇
ん 

S

S

}

彼

れ

等

の

？

は

-
^
い

遲

緩

と

爲

■
*'、

而
し
て
腿
れ
等
S

は
終
に
灌
し
始
む
I

m

ざ
I

得
な
か
つ 

た
の
で
あ
る
0 (i

び
i
r P. 

s
.

)

o 

A

ク
ォ
レ
ス
以
银
ら
く
、
是
れ
等
の一

般
的
觀
察
は
、
人
類
が
5

な
る
時
代
及
び
國
‘々
に
於-

S

て
如
何
に
其
め
器
の
有
様
を
異
に 

す
る
で
.あ
ら
ぅ
か
を
示
す
を
得
可
く
、
又
、
是
れ
等
‘

Q,

ぎ

を

特

潜

民

の

f

.

i用
す
る
に
よ
ぎ
、
吾
人
は
f

な
る
時
期
に
. 

於
け
る
人
ほ
の
數
の
大
小
に
關
す
る
意
見
を
り
よ
く
構
成
す
る
を
得
せ
し
め
ら
る
可
き
で
あ
る
と
0
之
れ
と
等
し
く
、
お
代
史
家
に 

，基
け
る
：现
實
の
计
算
に
よ
つ
て
、
或
る
桓
與
ま
で1

定
，の
著
名
な
る
國
々
の
住
民
の
實
數
を
決
定
す
る
が
爲
め
に
幾
分
の
禁
を
擧
ぐ 

る
を
得
可
き
で
あ
る
。
而
も
、
ク
ォ
レ
ス
は
此
の
糖
の
計
算
が
い
い
不
^

で
み
り
、
第

1
®

の
錯
論
が
よ
り
暨
實
に
し
て
强
固
と
思 

惟
せ
ら
る
-
を̂
得
'可
き
で
あ
る
と
者
へ
た
の
で
あ
る
。(ibid., p. 
3
2
,

)

o

這
般
の
論
述
を
行
ふ
に
當
り
、
彼
れ
の
態
度
は
古
代
の 

藤
史
家
は
現
代
の
其
れ
に
比
し
て
公
平
で
は
あ
る
が
、
而
も
不
正
確
で
あ
，つ
て
、
各
湖
の
事
實
及
び
數
字
は
之
れ
を
得
る
こ
と
が
困
難 

'で
‘あ
る
が
：̂
に
、
明
白
な
る
一
般
的
原
因
に
評
へ
ん
や
其

S

敵
じ
ュ

1
ム
の
其
れ
に
等
し
-
も
の
で
は
あ
る
タ
而
も
じ
ュ

1 

ム
が
、
此

Si

货

の

人

CI

は
现
代
に
於
け
f

り
も
古
代
.

S
.
S

て
大
で
を
つ
た
と
驚
す
る
は
不
可
能
.

る
も
の
と
屈
惟
せ
る 

に
對
し
、(

前
.揭

拙

芙

A
.
O
M
參
照)

、
古
代
及
び
現
在
の
狀
鶴
の
最
ま
く
知
ら
れ
.て
ゐ
る
大
多
數
の
B

に
在
つ
て
は
、

I .：

古
代
に
於
い
て
存
し
た
る
.よ
り
も
後
の
時
代
に
於
い
.て
は
よ
り
少
數
ひ
住
民
存
し
"
現
ま
に
於
い
て
は
よ
り
少
數
で
あ
り
、
而
し

て
是
れ
等
の
國
々
は
羅
馬. ：§

國
が
建
設
せ
ら
る
-
以̂
前
に
於
い
て
は
、
是
れ
等
の
詣
國
が
あ
ら
ゆ
る
後
の
時
期
に
於5
て
存
し
た
る
よ

り
も
人
1
1を̂
有
す
る
こ
と
大
な
り
し
の
觀
あ
る
も
ぬ
.と
見
た
の
で
あ
る
0 (ibid., 

P
V
3
2
0
O

 

, 

'

而P

て
彼
れ
は
之
れ
を
最
も
明
瞭
な
る
光
の
中
に
置
き
、
.斯
く
の
如
き
考
察
を
し
て1

1
^

有
用
な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
は
、
先
づ
第

一
に
，
恐
ら
く
は
古
代
國
の
多
く
が
現
在
に
於
レ
て
最
も
文
明
の
糖
度
高
き
も
の
と
認
め
ら
る
-̂
も
の
よ
り
も
更
ら
に
人
口
大
な
る

を
示
す
可
き
*
古
代
に
於
け
る
最
も
箸
名
な
る
國
々
の
或
る
.も
の
に
於
け
る
人
民
の
數
に
關
す
る
推
測
を
構
成
す
る
に
資
す
可
さ
古
代

史
家
中
に
於
ける

；！

定
の
章
お
を
注
意
し
、
而
し
て
後
、
是
れ
等
の
も
の
を
英
吉
利
に
於
け
る
數
宇
と
比
較
し
、
而
し
て
第
，ニ
に
‘
之

れ
が
齋
原
因
を
尊
ね
.
.而
し
て
事
理
及
び
古
代
の
風
俗
習
慣
よ
り
推
し
て
蓋
し
斯
く
の
如
き
も
の
.が
事
實
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
如
何 

.
 

.
 

.
 

: 

■

か
を
研
究
す
る
を
以
つ
て
安
當
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

PP,

し2-35,)

o

斯
く
て
ク
ォ
レ
ス
は
長
き
論
述
の
後
に
於5

て
緒
論
を
下
し
て
日
，く
"
衆
庶
を
し
て
繁
榮
な
ら
し
む
る
も
の
は
私
市
民
の
間
に
於
け

る
舉
純
な
る
趣
味
で
あ
つ
て
、
'奢
侈
の
流
行
で
は
な
く
、
又
私
の
惡
德
は
決
し
て
公
の
便
盤
た
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
。
询
に
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
優
雅
及
び
精
棘
を
非
と
す
る
は
.滑
稽
.で
あ
る
。
公
事
業
及
び
永
續
的
性
質
を
有
す
る
物
仲
に
現
さ
れ
ん
か
、
是
れ
等

の
も
の
は
社
會
の
宏
服
と
等
し
く
幸
福
を
も
檢
進
す
る
に
資
し
、
而
し
て
人
口
の
、夥
多
に
取
つ
て
何
等
の
妨
密
た
る
と
と
な
か
る
可
き

で
あ
る
。
.然
も
，
秘
生
活
に
於
け
る
最
も
廣
末
な
る
あ
ら
ゆ
る
物
に
現
さ
れ
、
而
し
て
各
筒
市
民
の
馬
鹿
氣
た
嗜
好
や
氣
紐
れ
な
轉
狂

‘を
滿
足
す
る
が
鎮
め
に
使
用
ら
る

-
な̂
ら
ば
、
人
類
：の
數
を
減
少
す
る
に
資
す
.る
所
が
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
、
這
般
の
奢

侈
が
維
持
せ
ら
る
\
不
.斷
の
.勞
働
、
大
な
.る
經
費
及
び
救
し
き
勞
働
者
數
は
生
活
必
要
品
を
し
‘て
，稀
少
且
つ
高
價
な
ら
し
め
な
け
れ
ば

已
ま
ぬ
か
ら
で
あ
る
0 (ibid., 

P
.
1
6
0
.)。 
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五
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是
れ
に
由
つ
.て
觀
る
に
，

ォ
レ
ス
の
古
代
人
口
研
究
^
實̂
に
其
.の
一
.Is

に
於5

^

て
、
節
約
は
-個
人
の
家
詳
を
し
て
富
裕
な
ら
し
む 

，る
も
、
而
も
國
家
を
め
乏
せ
し
む
る
と
做
す
彼
の
べ
ル
ナ
1

ル
•ダ
•マ
ン
デ
ゲ
ィ
ル
の

T
h
e

 

Fable 

of 

the 

Bees: 

or. 

Private 

vices, T
e
b
H
c
k

 

Beneits,- 1
7
1
4
.

に
盛
ら
れ
て
ゐ
，を
思
想
に
對
す
る
抗
論
た
る
も
の
で
、あ
る
。(

前
掲
挑
箸 
一.

0

五
四
I
六
貢
參
照)

。

.五

.

.
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本
，®
は

.

1

百
六
ト
貞
ょ
り
る
本
文
の
後
に
ニ
ー
百
三
十
一

.買
に

：至

る

A
p
p
e
n
d
i
x

 . 

containing 
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observation
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を
添
へ
て
ゐ
る
。
而
も
、

マ
カ
ラ
ッ
ク
は
•「

此
の
尊

敬

す

’

 
.

可

き

緋

士

は

、

，じ

ti

1
ム
の
論
女
の
後
の
諧
版
に
於
訂
だ
せ

.ら
れ
た
二
三
の
誤
譲
を
指
摘
す
る
に
は
成
功
し
た
が
、
而
も
彼
れ
は 

全
然
其
の
盤
礎
を
動
か
し
、
而
し
て
じ
ユ
ー
ム
に
反
對
し
て
歐
洲
現
代
‘に
於
け
る
ょ=

も+n

代
に
於
い
て
人
口
夥
多
で
あ
つ
た
こ
と 

を立
！；i

す
るy

 
は

央

：
^

し

と

 j

み
-稱
し
て
ゐ

t<v(J. 

R
,

 
I^ccuuoch, 

T
h
e

 Literature of politl.ealEconomy, 1845, 

p. 257.

.

.ウ
ォ
レ
ス
は
人

n
が
食
料
に
依
存
す
る
の
事
實
を
認
め
な
が
ら
も
、
後
世
の
マ
ル
サ
ス
の
如
く
、
貧
附
を
救
治
ホ
る
が
爲
め
，に
人
P 

抑
制
を
强
調
す
る
こ
と
，を
露
さ
す
し
て
、
，
寧
ろ
過
去
に
於
け
る
，重
商
主
義
的
人
ロ
論
者
と
等
し
く
國
家
繁
榮
の
振
元
た
る
人
n
を
し
て

夥
多
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
企
圖
し
、
而
し
で
.之
れ
に
資
す
る
こ
と
最
も
大
な
る
も
の
と
し
て
單
純
素
撲
の
風
を
養
は
ん
こ
と
を
期
し
た

/ 

、

-

の
で
あ
る
0 , 

'
 

■

.

本
誉
は
モ
ン
チ
ス
キ
ユ
ー
の
監
修
の
下
に
桃
蘭
⑥
語
に
翻
譯
せ
ら
れ
、
又1
千
八
百0

九
年
に
：̂
序

文

的

紀

要

を

附

し

て

，覆
刻
ザ
"
ら

を

六

ク
オ
レ
ス
ま
一
千
ヒ
百
五
+
\
年<1

冊
数
に
於
い
て 

Characteristics 

of the 

Present 

JPoliHcal

のtate.of Great 
Britain. 

A 

:

ッ
析一

翁
を
.公
に
し
た
る
後
、
河
び
人
n
間
題
の
研
究
に
復
歸
し
、

一

千
七
：白
六
.十
一
年
倫
敦
に
於
い
て
前
掲Varipus 

prospects/ 

.
<
ッ
析
刺
，ー
卷
を
出
し
、
後
年
の
論
議
の
上
に
深
甚
な
る
影
響
を
有
す
可
き
蓮
命
を
有
す
る
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼 

れ
は
本
寄
中
に
於
い
て
高
®
の1

社
會
的
平
等
と
，I

層
公
平
な
る
富
の
分
配
と
を
包
意
す
る
完
全
な
る
政
體
を
假
定
し
、
而
し
て
後
，
斯 

く
の
如
き
政
沿
の
行
は
る
、
下
に
於5

て
は
、
家
族
を
維
持
す
る
/の
不
便
は
全
然
除
去
せ
ら
れ
、
兒
童
は
十
分
に
保
護
せ
ら
れ
、
而
し 

て一

切
.の
も
の
は
人
口
を
大
な
ら
し
む
る
に
好
都
合
と
爲
り
、
概
し
て
人
類
は
異
常
の
糟
加
を
来
し
、
世
晃
は
終
に
人
口
過
多
と
爲
り
、 

其
の
勝
し
き
住
民
を
支
持
し
得
ざ
る
に
至
り
"
斯
く
の
如
き
空
想
的t

書
は
遂
に
終
減
す
る
に
至
る
可
き
避
け
離
き
時
期
の
到
來
を
豫 

見
せ
ざ
る
を
得
す
と
做
し
た
の
で
あ
る
。(

前
榻
抓
著
六
七
六
I

八
貢
參
，照
：}。
而
し
て
ま
治
的
理
想
主
義
者
ク
ィ
リ
ア
ム
•ゴ
タ
ド
ウ
.ィ 

ン
は
其
の
ニ 
千
ヒ
百
九-

M

ニ
年
の
著 

>
3 Encmiry concernin

れ；PoIiticaI Justice, a
n
d its inSuence on general virtue and

h
a
p
p
i
n
e
s
s
.

の
第
八
編
第
七
章
，，に
於
い
て
人
口
原
理
よ
り
す
る
共
産
ギ
：義
的
國
家
組
織
に
對
す
る
反
對
論
に
就
い
て
考
察
し
な
け
れ
ぱ 

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。(

昭
和
十
二
年
版
拙
著『

經
搞
學
史』

ト
：卷
ニ 

一
 

<
1
九
頁
發
照

)

。
狗
に
ゴ
ッ
ド
ク
ィ
ン
は
ク
ォ
レ
ス
を
サ 

つ
て
彼
れ
が
緋
，
せ
ん
'と
し
つ
、
あ
る
意
見
の
典
型
的
代
表
者
と
看
做
し
た
の
で
あ
る
？(

〔

ご

G
o
d
w
i
n
、
Political 

Justice, 

vol. 

I
I
,
1793, 

p. 

S
6
p
y

彼
れ
は
、
彼
れ
の
描
け
ろ
美
し
き
社
會
組
織
：̂
其
の
最
も
完
全
な
み
狀
態
に
於
い
て
確
立
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
 

そ
は
単
純
な
る
人
口
の
原
理
よ
り
し
て
三
十
年
を
出
で
す
し
て
全
然
破
壞
せ
ら
る
.可
き
を
論
じ
た
マ
ル
サ
ス
に
對
接
す
る
以
前
に
於
い 

て
、

同

一

の

論f
,
立
て£

0

ウ
ォ
レ
ス
の
意
見
に
對
應
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.か
っ
た
の
.で
あ
る
。

.而
も
、
英
國
勞
働
階
級
が
猶
ほ
其
の 

繁
榮
を
極
め
っ
、
あ
っ
た
第
十
八
世
紀
の
中
葉
に
於
い
て
其
の
擎
を
運
ん
だ
ウ
ォ
レK

は
こ
人
口
原
理
よ
り
生
す
る
困
難
を
以
っ
.て
雄 

遠
の
將
來
に
屬
す
る
も
の
と
想
像
す
る
の
傾
向
が
あ
っ
た
。

マ
ル
サ
ス
の
指
摘
せ
る
が
如
く
、
.彼
れ
.と
雖
も
尙
ほ
、
大
地
の
全
都
が
菜 

，
古
版
鹤
濟
誉
解
題
.

，
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本
書
は
國
際
償
格
史
科
學
委
員
會International c

i
m
i
t
t
e
e

 on Price 

History 
,
の
計
晝
に
從
っ
て
遂
次
刊
行
せ
も
れ
る
叢
書

の一

で
あ
る
。0

の
委
員
會
は
本
書
の
著
者
W
, 

•ビ
ヴ
ア
リ
デ
の
創
意
に
ょ
り
！
♦九
ニ
ー 
0
年
‘ロ
タ
ク
フH

ラ
ー
財
圓
の
財
政
的
援
助
を 

得
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
計
靈
に
從
ひ
.旣
に
E
ニ

ミ

ル

トV

の
西
班
牙
價
格
史
研
究
を
初
め
、
佛
蘭
西
、
獨
逸
、
m 

太
利
、
米
歐
の
，懷
将
史
が
公
に
さ
れ
て
居
る
。
註
本
誉
は
第
一
卷
に
は1

五
：五
0
年
ょ
り
.

1 <

三0

年

に

至

る

著

，者

の

所

謂

「

商

業

時
­

代」 

の
價
格
を
、
 

I
S

ニ
卷
は1

1

五
五
か
ら

一

五五

0

年

に

至

る

「

莊

園

時

代

」

を

取

扱

ひ

.、

.
第

三

卷

に

は

全

期

間

に

互

っ

て

勞

働

及 

ぴ
小
黎
の
慣
将
を
通
.觀
し
、
第S

卷
で
は
こ
の
研
究
の
成
振
を
論
評
し
、
'そ
し
て
可
能
な
ら
ぱ
國
際
慣
格
史
.研
究

の

全

事

業

に

，對

す

る 

|

を
述
ベ
た
い
I

を
漏
し
て
居
る
。
今
间
出
版
さ
れ
た
の
は
そ
の
第
，1
卷「

S

時
代」

篇
で
あ
る
。
..，

. 
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.
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ま
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W
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及
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九
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III

霞

鶴

s

解

爐

\

I
s
六

-

c

冗
九
s 

園
の
如
く
に
耕
作
せ
ら
れr

.

毫
も
其
れ
以
上
に
收
益
を
梢
加
せ
し
む
る
の
力
な
き
に
至
.る
迄
は
、
道
般
の
原
因
ょ
り
し
て
何
等
の
困
難 

も
生
す
可
き

も
の
で
は
な

レ
と
考
へ
て
ゐ
た
。
彼
れ
は
未
だ
マ
ル
サ
ス
の

如
くe

R

れ
を
以
ウ
て
刻
薄
な
る
世
界
の
厳
正
な
る
赏
在
と
觀 

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

マ
ル
サ
ス
は
ク
ォ
ス
の
考
察
の
*或
る
も
の
.に
食
ふ
肿
顯
著
な
る
も
P
で
あ
る
と
主
張
せ
ら
れ
た
。
询
に
是
れ 

等
の
も
の
が
彼
れ
に
示
唆
を
與
へ
た
S
と
ぱ
綴
ひ
な
き
所
で
は
あ
る
が
、
.而
.も

雨

者

の

間

に
は
産
業
革
命
の
進
展
に
ょ
っ
て
芽
た
れ
た 

傑
き
溝
杭
の
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
0 

,

. 
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